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の
方
の
現
状
で
の
対
応
と
対
策
は
。

生
活
福
祉
課
に
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
Ｏ
Ｂ
の
就
労
支
援
員
を
雇
用

し
就
労
に
つ
な
げ
て
お
り
、
ニ
ー

ト
や
ひ
き
こ
も
り
の
方
で
就
労
相

談
が
で
き
な
い
方
も
い
る
。
今
後

は
、
福
祉
総
務
課
と
生
活
福
祉
課

が
情
報
共
有
を
図
り
、
連
携
の
強

化
に
努
め
た
い
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に

関
す
る
相
談
の
拠
点
は
、子
ど
も
・

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
学
校
を
卒

業
す
る
と
、
教
育
委
員
会
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
が
担

っ
て
い
る
が
幼
少
期
か
ら
の
総
合

的
な
育
成
支
援
を
考
え
る
と
、
相

談
窓
口
の
一
本
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。現

在
、
ひ
き
こ
も
り
等
に
関

し
て
特
定
の
部
署
が
な
く
、
内
容

に
応
じ
て
関
係
各
課
で
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
、
担
当

窓
口
一
本
化
に
向
け
て
調
整
し
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
・
若
者
へ
の
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
に
は
、
子

ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

天
理
市
や
生
駒
市
で
は
、
若

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し

て
い
る
。
昨
年
１１
月
に
両
市
を
視

察
し
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
検
証
し
た
。
ま
ず
は
、
関
係
課

と
調
整
し
、
２
年
か
ら
３
年
を
め

ど
に
、
既
存
の
協
議
会
等
の
活
用

等
が
で
き
な
い
か
を
研
究
し
進
め

て
い
き
た
い
。

生活支援相談窓口

新

分

庁

舎

及

び

周

辺

整

備

２
月
１３
日
に
新
分
庁
舎
が
オ

ー
プ
ン
し
、
約
１
カ
月
が
過
ぎ
市

民
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た

か
。

多
く
の
市
民
の
方
か
ら
意
見

を
頂
い
た
。「
き
れ
い
な
庁
舎
で

気
持
ち
が
い
い
」「
窓
口
が
集
約

さ
れ
て
便
利
に
な
っ
た
」
な
ど
の

お
褒
め
の
お
言
葉
や
反
対
に
、「
案

内
表
示
の
不
足
」、「
ト
イ
レ
の
位

置
、
駐
車
場
や
駐
輪
場
の
入
り
口

が
わ
か
り
に
く
い
」
な
ど
厳
し
い

意
見
も
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
に
対
し
て
、
優
先
順
位
を
つ

け
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応
を
し

た
い
。新

庁
舎
内
の
案
内
表
示
の
不

足
に
対
し
て
今
後
の
対
策
は
。

必
要
で
あ
れ
ば
、
予
算
措
置

を
行
っ
た
上
で
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

駐
車
場
の
発
券
機
の
設
置
場

所
に
問
題
が
あ
り
、
使
用
勝
手
が

悪
い
こ
と
に
つ
い
て
今
後
の
対
策

は
。

市
が
承
諾
し
て
そ
の
位
置
に

設
置
し
た
が
、
今
後
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
協

議
を
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

新
分
庁
舎
内
で
議
会
中
継
は

し
な
い
の
か
。

１
階
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

現
在
、
議
会
中
継
を
行
う
設
備
が

な
い
が
、
今
後
、
整
備
を
考
え
て

い
る
。新

庁
舎
に
お
け
る
附
帯
事
項

の
渋
滞
対
策
も
含
め
今
後
の
交
通

対
策
は
。

柳
町
交
差
点
の
信
号
現
示
に

よ
る
改
良
と
路
面
標
示
の
変
更
で

対
応
し
た
が
、
今
後
概
ね
１
年
間

の
交
通
状
況
を
見
た
上
で
、
県
道

大
和
八
木
停
車
場
線
の
一
方
通
行

や
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、
駅
前
広
場
の

改
良
な
ど
引
き
続
き
検
討
を
重
ね

て
取
り
組
み
た
い
。

一般質問

森
下
み
や
子

（
公
明
党
）

ご
み
の
収
集
体
制

橿
原
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
の
平
成
２８
年
１２
月
の
最
終

答
申
の
内
容
は
。

最
終
答
申
の
基
本
方
針
の
う

ち
、
戸
別
収
集
に
つ
い
て
「
少
子

高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会
構
造
の

変
化
に
伴
う
多
様
化
・
高
度
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

利
便
性
の
向
上
と
負
担
の
軽
減
な

ど
を
目
指
し
、
戸
別
収
集
の
対
象

品
目
を
拡
充
す
る
な
ど
収
集
体
系

の
見
直
し
を
図
る
」「
粗
大
ご
み

に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
減
量
・
資

源
化
や
排
出
量
に
応
じ
た
費
用
負

担
の
公
平
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

有
料
に
よ
る
申
告（
リ
ク
エ
ス
ト
）

方
式
の
戸
別
収
集
の
導
入
を
進
め

る
」
の
２
点
が
提
言
さ
れ
た
。

粗
大
ご
み
の
リ
ク
エ
ス
ト
方

式
導
入
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

現
在
拠
点
回
収
し
て
い
る
粗

大
・
不
燃
ご
み
、
プ
ラ
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
有
害
物
を
戸
別
収
集
と

し
、
粗
大
ご
み
は
申
告
式
（
リ
ク

エ
ス
ト
）
で
都
度
、
有
料
で
回
収

を
行
う
よ
う
調
整
し
て
い
る
。
戸

別
収
集
は
排
出
者
の
利
便
性
向
上

や
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
な
ど
が

期
待
さ
れ
る
一
方
、
収
集
効
率
が

悪
く
な
り
、
財
政
負
担
が
増
加
す

る
た
め
内
部
調
整
中
で
あ
る
。
そ

の
後
各
地
区
自
治
会
に
説
明
し
、

予
算
や
市
民
へ
の
周
知
を
考
え
る

と
１１
月
中
に
結
論
を
出
す
必
要
が

あ
る
が
引
き
続
き
調
整
を
図
る
。

ふ
れ
あ
い
収
集
と
は
。

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
で
、
ご
み
を
指
定
場
所

に
出
す
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対

象
に
、
玄
関
先
で
収
集
を
行
う
。

介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介

護
の
方
も
し
く
は
総
合
事
業
利
用

者
を
含
む
６５
歳
以
上
の
み
の
世
帯
、

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
を
受
け
た

方
の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
７０
歳
以

上
の
み
の
世
帯
が
対
象
。

ふ
れ
あ
い
収
集
を
知
ら
な
い

方
が
多
い
の
で
丁
寧
に
周
知
を
し

て
も
ら
い
た
い
が
、
利
用
者
数
は
。

平
成
２８
年
度
当
初
２
３
９
件
、

平
成
２９
年
度
は
今
現
在
２
８
５
件
。

一
般
家
庭
ご
み
以
外
の
収
集

は
。

週
１
回
の
一
般
家
庭
ご
み
と

同
時
に
、
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
・

プ
ラ
ボ
ト
ル
は
任
意
の
袋
で
、
資

源
ご
み
は
ひ
も
で
縛
っ
て
も
ら
い
、

収
集
し
て
い
る
。
粗
大
ご
み
、
不


